
 

 

 

2013年 2月 26日 
報道機関各位                                                     株式会社 阪急阪神ホテルズ 
プレスリリース                                                              第一ホテル東京 
 

第一第一第一第一ホテルホテルホテルホテル創業創業創業創業 75757575 周年記念特別企画周年記念特別企画周年記念特別企画周年記念特別企画～～～～新橋周辺新橋周辺新橋周辺新橋周辺をををを徒歩徒歩徒歩徒歩でででで巡巡巡巡るるるる！！！！    

「「「「歴史歴史歴史歴史ウォーキングツアーウォーキングツアーウォーキングツアーウォーキングツアー」」」」 
第一ホテル東京にて 2013 年 3 月～7 月の毎月 1 回開催 

 

 第一ホテル東京（東京都港区新橋 1-2-6 総支配人：岸野順治)では、第一ホテル創業 75周年を

記念した特別企画として、3 月～7 月の月 1 回、第一ホテルとともに歩んできた新橋周辺エリアを

NPO 法人江戸前 21の清田
き よ た

和美
か ず み

氏ガイドのもと徒歩で巡る「歴史ウォーキングツアー」を開催いた

します。初回の 3 月 8 日（金）は日本料理「明石」にて昼食後、新橋を出発し、明治の外国人居

留地周辺を歩きながら築地まで散策いたします。 

 

【フ ェ ア 名】「「「「歴史歴史歴史歴史ウォーキングツアーウォーキングツアーウォーキングツアーウォーキングツアー」」」」明治明治明治明治のののの外国人居留地周辺外国人居留地周辺外国人居留地周辺外国人居留地周辺をををを歩歩歩歩きながらきながらきながらきながら築地散策築地散策築地散策築地散策

【開 催 日】2013 年 3月 8日（金） 

【時 間】11:15 集合／15:30 終了予定（築地市場にて解散） 

【料 金】4,000 円 ※税金・サービス料込 

【ランチ献立】「春の散策弁当」 

九枡盛り・お造り・煮物・お食事・甘味 

【開 催 店 舗】第一ホテル東京 2F 日本料理「明石」 

【ご 予 約】（03）3501-4411（代表） 

 

【今後の開催日程】 

■4 月 05 日（金）   「都心の花見」 

■5 月 05 日（日・祝）「親子でまち探検」 

■6 月 16 日（日）  「創業 75 年を迎える『第一ホテル』の新橋周辺を歩く」 

■7 月 07 日（日）   「笹に願いを」 

 

【3 月 8 日（金）の散策コース】 

    新橋新橋新橋新橋「「「「汽笛一声汽笛一声汽笛一声汽笛一声」」」」のののの碑碑碑碑→→→→カレッタカレッタカレッタカレッタ汐留展望室汐留展望室汐留展望室汐留展望室→→→→芝口御門跡芝口御門跡芝口御門跡芝口御門跡→→→→銀座発祥銀座発祥銀座発祥銀座発祥のののの碑碑碑碑    

    →→→→聖路加病院聖路加病院聖路加病院聖路加病院→→→→波除稲荷神社波除稲荷神社波除稲荷神社波除稲荷神社→→→→築地本願寺築地本願寺築地本願寺築地本願寺→→→→築地場外市場築地場外市場築地場外市場築地場外市場    

■新橋「汽笛一声」の碑：1872 年 10 月 14 日（旧暦 9月 12 日）午前 10 時、 

「横浜」に向けて日本で最初の蒸気機関車が走り始めた記念碑。    

■芝口御門跡：1710 年、朝鮮の聘使
へ い し

来朝に備え、わが国の威光を顕示するため、 

城門を建設、芝口御門と呼ばれ、新橋は芝口橋と改称された。 

■銀座発祥の碑：かつて江戸湾の入江を埋め立てた場所で、銀座という地名は江戸幕府が    

慶長 17 年に銀貨鋳造所を駿府城下からこの地に移したことに由来する。 

■波除稲荷神社：築地一帯の埋立工事に難渋していた万治年間（1658-61）に創建と言われている。 

■築地本願寺：浄土真宗本願寺派（西本願寺）の東京別院。日本のお寺とは思えないインド様式

の石造りが特徴。 

■築地場外市場：公設の卸売市場。東京都内に 11か所ある東京都中央卸売市場のひとつ、その規

模は世界最大と言われている。 

 
この件のお問合せは、第一ホテル東京 営業企画担当／宮谷
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ＴＥＬ（０３）３５９６－７７９０ ＦＡＸ（０３）３５９６－７７２４ 

E-mail：info@daiichihotel-tokyo.com   ※※※※記載記載記載記載のののの写真写真写真写真データデータデータデータをごをごをごをご用意用意用意用意しておりますしておりますしておりますしております。。。。 

歴史ガイド：清田和美氏 


